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電子サインの改善目標 

新たな電子サインソリューションを選定する際、企業の意思決

定者は以下の目標を掲げていました。 

• 全社での電子サインソリューションの採用： 意思決定

者は、自社で電子サインソリューションを利用しているも

のの、それは部門単位であったと述べています。取引処

理ごとのコストが比較的高く、また連携やサービスのため

の追加料金によって普及拡大は阻まれていました。部

分的な電子サインソリューションの導入により、紙とデジタ

ルのハイブリッドなアプローチとなり、顧客体験がばらばら

で支障をきたすことになりました。 

 

• 日々使用する業務アプリ上での電子サイン活用シーン

の増加： 日常的に使用される業務アプリ（生産性向上

アプリ、チャット、コラボレーション、 PDF ビューア、ウェブ

ベースアプリなど）との連携がサポートされていないため、

企業は電子サインソリューションを利用するために複数の

アプリケーションを提供しユーザーをトレーニングするか、

連携機能を構築する必要がありました。連携機能を作

成するための開発者の処理能力が限られており、定期

的な連携の保守に時間がかかるため、連携の数と範囲

に悪影響がありました。その結果、電子サインのユース

ケースは限定的な使用にとどまっています。 

• 電子サインソリューションの管理・コンプライアンスの改善： 

以前のソリューションでは、管理者がライセンスと使用状

況を明確に把握できる機能がありませんでした。そのた

め、ソリューションで処理された取引処理をトラッキングし、

すべてのユースケースがコンプライアンス要件を満たしてい

るかどうかを確認することが困難でした。その結果、 IT 部

門はこの情報の収集に何時間も費やさなければなりませ

んでした。 

Acrobat Sign の差別化要素 

新しい電子サインソリューション導入目的の実現に役立つ 

Acrobat Sign の主な機能は、以下のものがあります。 

• 費用対効果の高いライセンス： Acrobat Sign の料金

体系は取引処理量に対して競争力のある基本価格を

設定しており、事前に構築済みのサードパーティアプリ

ケーションとの連携機能に追加料金は発生せず、すべて

含まれています。取引処理価格には、アドビによるサービ

ス、サポート、およびトレーニングも含まれ、追加費用はか

かりません。 
 

 
• 主要なアプリやサービスとの緊密な連携をサポート： 

Acrobat Sign は、Acrobat などのアドビソリューション

や Microsoft ソリューションの製品とシームレスに連携

できます。Acrobat Sign は、Microsoft が推奨する電

子サインソリューションとして認証されており、 Office 

365、Microsoft Teams の Live Signing、 

SharePoint、Dynamics 365、Power Automate および 

Power Apps と連携されています。また、Google、 

Salesforce、Slack、その他の業務アプリとの連携もサポー

トしています。 

• Acrobat Sign の管理コンソールを一元化： シングルサ

インオン（SSO）、レポート、複数グループのユーザーへの

権限付与などにより、企業は利用状況を可視化し、企

業全体でより良い管理を行うことができるようになります。 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      


